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  出張報告書 
幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

平成 30年 2月 7日 

 

 幹事長 

           渡辺 豊子    殿 

 

                                        出張者氏名   二見 裕子   印 

 

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先  メルパルク京都                             

  ２．出張日時  平成 30年 2月 7日  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

   地方議員研究会主催 

   「議員が知っておくべき財政の話 基礎編 1」 

   「議員が知っておくべき財政の話 基礎編 2」に参加の為 

                                      

  ４．旅    費 

   交通費 JR熊取～京都 乗車券￥1,410往復＝￥2,820.－ 

   研修参加費 1講座￥15,000×2＝￥30,000.－ 

   振込手数料 ￥432.－ 

                                                  計  ￥33,252.－         

                                      

  ５．報    告 

  財政の質問ポイント  

  10:00～12:30 

  議員が知っておくべき財政の話 基礎編 1 

   ・財政の基本的知識と用語の解説 

   ・歳入、歳出、科目別予算のあらまし 

   ・役所の予算編成から決算まで（当初予算、補正予算、決算） 



   ・事業の着眼点と事業の評価方法 

  14:00～16:30 

  議員が知っておくべき財政の話 基礎編 2                                  

   ・地方交付税制度の徹底解説 

   ・臨時財政対策債のカラクリと議会答弁の真実 

   ・市債と基準財政需要額の関係を事例で解説 

   ・予算化されやすい予算要望とは？ 

                                     

 ＜感想＞ 

  講師の方が元財政課長、元財政部長、元会計管理者で現在も公務員として 

    勤務されている方でしたので、リアルな話の本音セミナーでした。 

  財政担当のスタンスはお金があってもなくても財政は厳しいと判断している事を 

聞いたが、扶助費のカットや住民サービスを考えた時、住民目線なのか、行政目線 

なのか、本当に厳しいのかを見極めていく事は議員の仕事であると感じる。 

自治体の健康度を把握するのは決算カードを使って類似団体と比較し、どうすれば 

健康な生活を送れるのか、財政計画を意識し、その都度の見直しを問うことが必要で

ある。税金を 1円たりとも無駄にしないことは当然だか難しいことなので、行政側、 

議員とで認識していく事である。住民さんの現場の声を議会で質問するが、予算化さ

せ政策実現するために、行政とのコミュニケーション、日頃からの勉強であると 

聞き、今後の議会で活かしていきたいと思った。 

 

                                     

 






